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ロン酸のイリジウム触媒オルト位 C−H ボリル化、第 3 章では PZA 配向基を用いたロジ
ウム触媒オルト位 C−H アルケニル化による新規アリールボロン誘導体の合成につい
て述べている。第 4 章では、 PZA 配向基を用いた、アルキルボロン酸のイリジウム触
媒による隣接位 C(sp3)−H 結合ボリル化に基づいた多ホウ素置換アルカンの合成につ
いて述べている。以下に各章の概要を記述する。  
 第 1 章では 2-ナフチルボロン酸誘導体をナフタレンの直接的 C−H ボリル化により







究が活発に続けられている。これに対し、オリゴ (ナフタレン -2,3-ジイル )について
は効率的な合成法が確立されておらず、らせん構造に関する知見は限られていた。本

















第 3 章では PZA 配向基を用いることで、ロジウム触媒を用いたアリールボロン酸の





第 4 章では PZA 配向基をアルキルボロン酸のホウ素上に導入することで、アルキル
ボロン酸のイリジウム触媒隣接位 C(sp3)−H ボリル化による gem-ジボリルアルカンの
合成を達成している。また、アルキルボロン酸のアルキル基の構造により、α から γ
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４． ホウ素上の配向基として PZA を用いることでアルキルボロン酸のイリジ
ウム触媒隣接位 C(sp3)−H ボリル化を達成し、多ホウ素置換アルカン類の
新しい触媒的合成法を確立した。 





（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 4 月 24 日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
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